
5 長野吉 田 高校グラ ン ド 遺跡か ら 出土 し た 「ア メ リ カ 式石鏃」 関連資料の検討

長野吉 田 高校遺跡 は 、 所謂 「 ア メ リ カ 式石 鏃」 〔 註 l 〕 を 出 土 し 、 そ れ の 製作 関 連資料 を 確認で き た 点 に 於 い

て特箪で き る 遺跡 で あ る 。 「 ア メ リ カ 式石鏃」 の調査例 は 、 県 内 に 限 れ ば中 野市 間 山 遺跡 （檀原 1992) の み で あ

り 、 全国 的 に 見 て も 、 長野市 の 出 土 は 最 も 内 陸部 で の 確認例 に あ た る 〔 註 2 〕 。 本遺跡で発 見 さ れ た 「 ア メ リ カ

式石鏃」 は 、 すべて流紋岩材 〔註 3 〕 で あ り 、 同 時 に 収集 さ れ た流紋岩 材 の 石 屑 が、 そ れ の 製作 関 連資料で あ る

こ と は調 査時 よ り 予想 さ れ て い た 。 整理の結果、 流紋岩材 を 使 用 し た 器種 に は 、 「 ア メ リ カ 式 石鏃」 7 点 、 有茎

式 石鏃 2 点 、 石鏃関連の失敗例 1 1 点 、 石 錐 4 点 、 小 形 刃 器 5 点 があ り 、 「 ア メ リ カ 式石鏃」 が製作 の 中心的存在

で あ る こ と は 首 肯 で き た 。 し た が っ て 流紋 岩 材 の 石 屑 全体 を 扱 う こ と で 、 「 ア メ リ カ 式 石鏃」 を 捉 え て み よ う と

い う の が、 本稿の 目 的 で あ る 。

「ア メ リ カ 式石鏃」 を取 り 巻 く 製作技術系

流紋岩材 を 使 用 し た 剥 片 剥 離技術 に は 、 以下 の 特徴があ る 。

原 石 は 、 原 礫 面 に 覆 わ れ た 重 量 あ る 大 き な 素材 を 用 意す る 。 残存資料で は718.9g例 (SB1 1 - No45) 〔 註 4 〕 と

3,770g例（ 第99図 ー 39 1 ) の 2 点があ り 、 お よ そ ソ フ ト ボ ー ル 大か ら ハ ン ド ボ ー ル 程 度 の 大 き さ に比定で き る 。

石核の準備 は 、 原 石 の 原礫面 を 除去す る こ と か ら 始 ま る 。 そ の 後 、 原 石 を 分割 し 、 石 核 用 素材 と し て厚 み の あ

る 剥 片 を 剥 離す る こ と に よ っ て 完 了 す る ( S B 1 3 - No 9 接合資料） 。 こ の 時 、 石 核 に は 平坦 な 剥 片 剥 離用打面が明

瞭 に形成 さ れて い る こ と が条 件の よ う で 、 素 材 と な る 剥 片 が分割面 に よ っ て 四 角 柱状 を 呈 す る こ と も 、 ま ま あ る 。

事実、 残存資料 に は 非常 に 平坦で確固 と し た 剥 片 剥 離 用 打 面 を 観察 で き る （ 第 100 図 ー 4 12や 第 103図 ー 44 1 ) 。 9

点 の 出 土 があ る 。
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剥 片 剥 離 は 、 そ の 平坦 に し て 明 瞭 な 打面 を 間接的 に 加 撃す る こ と に よ っ て 実行 さ れ る 。 打 面 に は 直 径 3 mm程

のパ ン チ痕が観察 で き る こ と か ら 、 間接打撃法 の 介在 を 想定す る こ と がで き る 。 剥 片 剥 離 の 進 行 に伴 う 打 点 の 移

動 は 、 狭い範囲 を 走行後退す る も の の よ う で 、 作業面部 は特定箇所が剥 離痕 に よ っ て 深 く 袂れ る 状況 を 示す。 ま

た打面の転移 は90度 に ふ れ る 例 が 6 割 を 占 め 、 素材の 側 面 に 形 成 さ れ た 分割面 、 あ る い は新 た に 素材 を 分割す る

こ と に よ っ て 生 成 さ れ た 平坦面 を 転移面 と な す 。 こ の点 に 於 い て も 、 打面の選択 な い し は そ れ の 周 到 な 準 備が看

取 さ れ る の であ り 、 決 し て 任意 に 選択 し た 箇所 を 加繋す る も の で は な い。

「素材剥 片」 の 生 成 は 、 石核の準備段 階 及 び剥 片 剥 離の段階で実現 さ れ る 。 石 核 の準備段階で は 、 核 と な る 素材

の剥離行為 に 伴 っ て 長 さ 5.0cm を 超 え る よ う な 大 き な 剥 片 も 生み だ さ れ る 。 石 核 か ら の剥 片剥離段階で は 、 長 さ 4.

0cm未満程度 の横長剥片 を 主 に 作 出 し 、 石鏃製作 を 根幹 と す る 器種製作 用 素材の準備がな さ れ る 。 狭義 に 「素材

（ 用 ）剥片」 と は 、 器種 と 呼べ る 石器の製作用 剥 片 、 す な わ ち 目 的 的 な る 剥 片 を 指す も の で あ り 、 剥 片 全体の 中 で 、

そ れ は 区別 すべ き 類で あ る 。 こ こ で は 、 剥 片 全体 を 次 ぎ の よ う に 区分 ・ 仮称 し 、 整理す る 。

剥 片 l 種…原石時の表面、 す な わ ち 自 然面 ま た は節理面が剥 片 に 1/2以上観察で き る 例。 3 1 点 の 出 土があ る 。

剥 片 2 種… 自 然面が認め ら れ な い か 、 存 在 し て も 1/2 に 満 た な い程 度で 、 原 石の 表 面 を 想定 で き な い例。

95点の 出 土 があ る 。

剥片 B 類 … 剥 片 1 種 及 び 2 種 に 区 別 さ れ た剥 片 の 中 で 、 「素材 （ 用 ） 剥 片 」 と な り 得 る 属性 を 担 っ た 剥 片 。

103点の 出 土 があ る 。

剥 片 A 類…剥 片 に 挟み打ち の痕跡、 所謂 「両極剥 離痕跡」 が認め ら れ る 例。 4 点 の 出 土 があ る 。

こ れ ら の類別 は 、 剥 片 A 類 · 剥 片 B 類 · 剥 片 1 種 · 剥 片 2 種の準 に 優先 タ ク ソ ン と す る 。 ま た 剥 片 と は 別 に 、 剥

片剥 離作業 及 び製作作業 に伴 っ て 弾 き 出 さ れ た 石 屑 を 砕片 と し 、 757点 （ 淡 茶色 3 点 除 く ） の 出 土があ る 。

石器の 製作 は 、 剥 片 B 類 を 剥 離加工す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 残存器種の 内訳 は 第 105図 に 示す と お り で 、 剥

片剥離行為 の 中 心 に 石鏃製作が位置付 く よ う で あ る 。 し か も 製作 途 中 の失敗例 を 除 く 製 品 数の 比 で は 、 「 ア メ リ

力 式石鏃」 が優位 であ り 、 そ れ を 根幹 と し た 製作行為が暗示 さ れ る 。

「 ア メ リ カ 式石鏃」 は 剥 片 B 類 を 素 材 と し 、 周 辺部 よ り 押 圧 剥 離 を 施す こ と に よ っ て 完成 さ れ る 。 押 圧剥 離 は

剥 離 角 が緩やかで平坦な 成形加工 を と り 、 器体の 中 心部 ま で行 き 届 く 深 度 の 加 工で あ る 。 剥離加工 に規則 的 な 手

順 を 読み 取 る こ と は で き な い が、 第 1 05図 の よ う な 両面 加 工 石 器 ？ を 製 品 化 の 工程 に 介在 さ せ る こ と が可 能 で あ

れば、 2 回 の 成 形段 階 を 踏 む こ と に な る 。 基 部 に あ る 左右 の 挟 り 込み は 、 最終的 な 成形加 工 に 位 置付 け ら れ る 。

有茎式石鏃 も 押 圧剥離加工 に よ っ て 仕上 げ ら れ る 。 2 点 の み 出 土 し て い る が、 い ず れ も 茎 部 欠損例 で 、 「 ア メ

リ カ 式石鏃」 と の判 別 基準 を 問 わ れ る 。 基部幅 に 対す る 狭い茎部幅、 そ し て狭 い機能部幅 な ど に 基準 を 置 い たが、

全体形状 に 違 い の 認め ら れ る こ と も 事実 で あ る 。 平 坦 な 成 形加 工 を と る が、 「 ア メ リ カ 式石 鏃」 が幅広 の 剥 離痕

を も つ の に対 し て 、 幅が狭 く 細 か い 剥 離痕 を も つ と い う 特徴 があ る 。

石錐 は 、 剥 片 の 長 い二側辺部 に 剥 離加工 を 施 し 、 頭部無加工で完成 さ れ る 。 頭 部 は 素材剥片剥離時の打面であ

り 、 そ の痕跡 を 明 瞭 に 残す。 剥離加工は や や急斜度 な 押圧剥離で、 錐部 を 除 き 器体中心部 ま で は 及 ば な い。 錐機

能部は幅が5mm以 内 で棒状 を 呈 し 、 他器種 と は 明 ら か に 峻 別 で き る 。

小形刃 器 は 、 剥 片 の 一 側辺部 を 加工 し て仕 上 げ ら れ る 。 剥 離加工 に は 刃 部形成 と 、 背部形成の 2 者があ り 、 と

も に 急斜度 な 押圧剥 離 に よ る 。 石鏃の失敗例 と し た 中 に は 、 二側辺 を 加工 し た 刃 器様 の 個 体 2 例 （ 第98図 ー 378,

第100固 ー 405) があ り 、 小形刃器 と の 判 別 基準が問 わ れ る 。 平 坦 な 両面加工が二側 辺 に わ た る 点 を 重視 し 、 別 器

種 に 包括 さ せたが、 再考 を 要すべ き 資料であ る 。
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代表値 散布度

平均値 I 中央値 ！ 最大値 ： 最,1ヽ値 分散
， 
：' 標準偏差

・
： ' • 尖度 '

， 

： 歪度 ' ：
' 

範囲

最大長(cm) 5.66! 5 45! 8.6i 41 2.091 1 .451 1 .651 1 22! 1 65 
最大幅(cm) 6.4I 1 I s i 1 0.2 ! 4.2 3 3，  : 1 02， ! 2.s1 l 1 34i 1 .7 
最大厚(cm) 3.09: 2.9 ! s ; : 1 .8 oa2i 0 91 i 1 .971 0.991 0.8 
最大重( g) 1 53. 1 7

＇ 
1 9 1 .9 ' ! 541 .8' ! 54.1 3021 4.84

＇ 
1 1 73 02

， 
: 6.37! 2.5i 78.2 

剥離角（震） 84 33
i 
! 02! 1 1 5 1  66 236.75

I 
1 1 5.39

I 
1 0.661 0.91 21 

石核の基礎統計量

代表値 散布度

平均値 I 中央値 I 最大値 l 最小値 分散 :
： 標準偏差 'l 尖度 ;， l, 歪度 ' ！

' 
範園

最大長(cm) 4.25l 3.41 9 l 2.1 3.9 1 1 1 .98! 0.64! 1 . 1 5 1 2.6 
最大幅(cm) 4.44， 1 3.6! 1 0.2＇ : 1 .7 4.51 ! 2 12

！ 
1 166 1  1 .281 2.6 

最大厚(cm) 1 .49: 1 3: 4.5: 0.3 012! 0.85! 3 841 1 5 1 : 1 1  
最大重(g) 3 1 .57

i 
1 9.5! 1 77.6

； 
! 1 .8 1 652. 1 6

， 
1 4065; ! 609! 225: 40 

剥離角ぽ） 96.83
！ 
i 94 s i  1 1 0 1  88 49 79

： 
1 1osi -085

i 
i 0.61 j 1 2  

剥 片 1 種の基礎統計量

代表値 散布度

平均値 l 中央値 ！ 最大値 ！ 最ヽJヽ値 分散 < 'I I 標準偏差 ' ' 
I 

I 尖度 I I ：， 歪度 I ：！ 範囲

最大長(cm) 3 591 3.35l 9 l 1 .5 1 a !  1 .34i 3.eai 1 .49i 1 .45 
最大幅(cm) 3.35l 3 • I s.ai 1 .3 1 .12 ! 1 .3 1  l -006， 1 0.671 ' 1 .6 
最大厚(cm) 1 26! 1 .1 i 3.2! 03 0.32 1 0.56: 1 .48! 1 .081 08 
最大重Cal 1 868

； 
1 8.61 1 32.B

＇ 
i 22 596.75

， 
1 24.43

， 
! 1 0.9! 2.971 1 9  9 

剥離角（震） 1 0773
i 
1 1 06 1  1 50 1  85 279 49

i 
1 1 6.72

： 
1 201 i 1 49! 1 4  

剥片 2 種の基礎統計量

代表値 散布度

平均値 ： 中央値 ： 最大値 ！ 最,1ヽ値 分散 I l' 標準偏差 ,！'` 尖度 , ！' 歪度 I i
' 

範囲

最大長(cm) 3.48! 3.351 7.21 1 .5 1 .11 !  1 .33l -001
， 
: 0.671 2.2 

最大幅(cm) 3 61 ! I 3.4 i 1.a ! 1 .5 ul 1 .3 1 ! 0.341 0.79 1 1 .95 

最大厚(cm) 087: l oa! 2.2i 0.3 0.1 6 i 0.4 ! 1 .04: 1 .04
I 
: 0.4 

最大重( s) 1 3  4l i ， 9.31 sa2i 1 .2 21 5.93
I 
1 1d 5.03! 2.1 6!  1 3.8 

剥離角｛震） 1 03.7
i 
i 1 06 1  1 501 67 1 6 1 .88

： 
1 1 212

： 
: 264i o.02i 1 5  

剥片 B 類の基礎統計量

200 , .. 一—••一—·--· ··- ·-· ---·-··- ―.. ← _ _  1 ..... ● ... 一—-·!-------·--·---·-·----- 160 

160 f —.. -------―., ... 一. ..一.. ·-· ー J__ ____ , _  --- , ●● .. ... 一-- -----…_,, ,.,_

., 120 l―•一·—ーコ - - - L ... 一·心••一 · ·- ·--·一 ,-—.........
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剥片B類

分類

重 さ の比較

剥片 1種 60 

二亡 最,1ヽ — 最大
ヒコ 25知75%

ロ 中央値

剥離角 度の比較

第 106図 剥 片 類 の 基礎統計量 （流紋岩材）
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代表値 散布度

平均値 ： 中央値 ： 最大値 ！ 最小値 分散 I ！ 標準偏差
I
i I 尖度 I I l 歪度 I ！； 範囲

標本数

最大長(cm) 3.1 l l  2.951 6.9! 1 .5 1 .22 i  1 . 1 1 l 0.79i o.s1 i 1 .8 58 
最大幅(cm) 3431 3.1 5 1 6 e l  1 .8 1 .32 ! 1 . 1 5 ' : -0.03 ＇ ! 0.1! 1 .7 58 
最大厚(cm) o.s! o.ai 1 .4 1 03 ooe! 0.28! -0.86 ! 0.1 2 1  0.5 59 
最大重(s) sos! 7.1 1 1 8.9! 1 .2 33.78

， 
! 5.81 i -1 . 1 91 I 0461 1 0.2 59 

剥離角（度） 1 02 74
： 
1 1 0s l  1 soi 67 1 98.64

i 
i 1 4.09

： 
1 2.961 o.oei 1 4  42 

剥片 B 類 (20 g 未満） の基礎統計量

第107図 剥片 B 類 の 分析 （流紋岩材）
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第108回 流紋岩材か ら 製作 さ れ た 器種
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《基礎分析》

原 石 は 2 点 の み で あ り 、 統計的操作の 対象 に な い。 2 例 の 主 要 4 法量 は 、 6.2cm X l l .2cm X 6.3cm, 7 18.9g (SB 

l l - No45) と 、 14 . lcm X 18.6cm X 17. lcm, 3,770g (SB 13 - Nol8 1 ) で あ る 。

石 核全体の基 礎統計量 は 第 106図 に 示 す 。 重 量 の 分散が著 し く 、 ヒ ス ト グ ラ ム か ら は 2 峰性の 分布が読み取れ

る 。 重 さ 54 1 .8 g を 量 る 離 れ 値 1 点(SB 1 2 - No83)が存在 し て お り 、 こ れ を 除 い た 平均値 を 算 出 す る と 5.3cm X 5.9c 

m X 2.9cm, 88.4g と な る 。 お お よ そ 原 石 の 1/10程度 の 重量 で あ る こ と が理解 さ れ る 。

剥 片 l 種全体の 基礎統計量 は 第 106 図 に 示す。 こ れ に は 石核 の準備段 階 及 び剥 片剥 離段階の資料が含 ま れ て お

り 、 重量の 分散がや は り 大 き い。 ヒ ス ト グ ラ ム か ら は20g未満 、 20g以上 1 00g未満、 そ れ以上の 3 群が予想で き 、

長 さ ・ 幅 の 値 は概ね4.0cm 、 8.0cm を 境界 と す る 。

剥 片 2 種の 基礎統計量 は 第 106 図 に 示す。 こ れ に も 1 種 同 様 、 石 核 の準備段階 及 び剥 片 剥 離段階の資料が含 ま

れ て お り 、 重 さ に 20g未満 、 20g以上 1 00g未 満 、 そ れ以上の 3 群が予想で き る 。 1 種 ・ 2 種 と も に 剥 片 B 類 に比 し

て厚 さ が平均値で 5 mm ほ ど大 き い 。

剥 片 B 類の 基礎統計量 は 第 106図 に 示す。 本 類 は 剥 片 l 種 及 び 2 種 よ り 抽 出 さ れ た 目 的 的 な 素材剥 片 で あ り 、

分散 は そ れ ら に 比 し て 小 さ な 値で あ る 。 重 さ の ヒ ス ト グ ラ ム は 、 歪み度2. 16 、 尖 り 度5.03 を 示す 右 に 裾 引 く 形状

で 、 20g内 に75 % が含 ま れ る 。 重 さ l .Og前後 の 石鏃、 2 .Og程度 の 石 錐 、 10g前後の小形刃 器 を 製作す る 剥 片 は 、 恐

ら く 20g 未 満 の 一 群 に 含 ま れ る も の と 予想 さ れ る か ら 、 そ こ を 境 界値 と し て 区 分 し 基礎統計量 を 別 に 算 出 す る

（ 第 107図 ） 。 平均値は3. 1 1cm X 3.43cm X 0.8cm, 8.06g と な る 。 実際 に は6.0g前 後 を さ ら な る 境 界値 と し て 、 石鏃 ・

石錐の 一 群 と 、 小形刃 器 の 一群 の 素材 と が区 別 さ れ る も

の と 思 わ れ る が、 両面加工石器の位置付 け も あ り 、 こ こ

で は 第 107 図 に 長 さ ・ 幅 • 厚 さ の 3 次元 散 布 図 を 示 し 課

題 と し て お く 。

「ア メ リ カ 式石鏃」 の 形態 と 機能

「 ア メ リ カ 式石鏃」 の 形態的特徴は 、 「底 部 に 近 い 所 に

於 て 左 右 相 対 し た 切 り 込 み を 具 え て 居 る 」 （坪井 1908)

こ と で あ り 、 そ れ が ま る で 「逆T字 形 の 柄」 ( P 1 2 .  江

坂1962) に 見 え る こ と で あ る 。 こ の 点 に 於 い て 、 有茎式

基部の 摩耗痕 ( X 200) ( K )  

＜ 
S Al24 

こ
S D 2  

長野市松原遺跡 lil

第 109図 「 ア メ リ カ 式石鏃」 類似例

ア ス フ ァ ル ト 状付着物 ( X 100) ( M )  

第 1 10図 「 ア メ リ カ 式石鏃」 の 摩 耗痕 及 び付着物
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第 1 1 1 図 長野吉 田 高校 グ ラ ン ド 遺跡出 土 の 「 ア メ リ カ 式石鏃」 ( S = l/1)  
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鏃 と は外観的 に 区 別 さ れ る 。 吉 田高 校遺跡で発見 さ れ た 「 ア メ リ カ 式石鏃」 に も 、 明瞭且つ整然 と し た U 字状の

「切 り 込み」 が観察 さ れ 、 型式理解 は 容 易 で あ る 。 す べ て 7 点 の 出 土が あ り 、 全体形の推定で き る 個 体 は 5 点 あ

る 。 そ れ ら の 形態が、 み な 違 う 点 は特筆すべ き で あ り 、 坂本氏の論文 に あ る よ う に 「一遣跡 に い く つ かの タ イ プ

が混在す る 状況」 ( P 224 . 坂本 1995) そ の も の で あ る 。 幸 運 に も 本 出 土 例 は 、 後期初頭 に 位 置付 け ら れ る 所謂

「吉 田 式」 期 単純遺跡 で あ り 、 S B l l か ら 2 点 、 S B 20か ら 2 点 、 S B 27 か ら 1 点 と 住居 内 出 土例が中心 を 占 め

る 。 し か も 製作 関連資料が共伴 し て い る の で あ る か ら 、 製作時 に 数種 の 形態 を 生成 し て い た と 看 る の が 自 然で あ

る 。 こ の こ と が坂本氏の想定す る 「 ア メ リ カ 式石鏃 を 製作 す る 場合小 さ な 形態の違 い は 度外視 し て い た 」 ( P 224 ) 

こ と の よ う に は思 わ な い が、 形態が時期 と 地域 、 集団の違い を 抜 き に 、 よ り ミ ク ロ な作 り 手の世界で具体化 さ れ

て い た こ と ば事 実 で あ る 。 こ の 形態 的差異が広義 に 型式 を 表象 し た も の で あ る な ら ば、 形態作 出 の 背 景 に 、 「 ア

メ リ カ 式 石鏃」 の 用 途 を推論す る 糸 口 があ る 。 数種の 形態が共存す る 様 は 、 「 ア メ リ カ 式石鏃の形態 セ ソ ト 」 の

よ う で も あ る 。 空想は 兎 も か く 、 現況の研究 レ ベ ル で 、 こ の 形態的差異 を 説明 す る こ と は 残 念 な が ら で き な い。

と こ ろ で長野県 内 の 弥生時代 中 期 後 半 に は 、 「 ア メ リ カ 式石鏃」 類 似 の 資 料があ る 。 鏃身の二側 辺 の 下 部 に 相対

し た扶 り を 施す も の で 、 在 地 の 型式的伝統 に な い個 体で あ る 。 無茎式例 が 4 遺跡、 有茎式例が 2 遺跡 あ る (P82,8

3.  町 田 1999)。 こ れ ら の 資料が、 巷で取 り 沙汰 さ れ る 岡 山 県百 間 川 遺跡例 の よ う な 「五角 形鏃」 あ る い は 「将棋

の駒形鏃」 な ど と 呼ばれ る 型式群 と は 、 系統的 に 異 質 で あ る こ と は所属 時 期 、 分布地域の違 い を も っ て 歴 然 と し

て い る 。 石 鏃の 材 質 、 扶 り の位 置 、 全体形状 と い っ た 要素 を 鑑み れ ば、 「 ア メ リ カ 式石鏃」 と の 関 連 を ま ず は 問

う べ き で あ る 。 少 な く と も 第 109固 に 示 し た松原遺跡出土例 （ 久保1993) の よ う な 個 体が、 偶発的理 由 に よ っ て

で は な し に 出 現 し て く る 背景 に は 、 「 ア メ リ カ 式石鏃」 の 存 在 を 予 想す る の が妥当 で あ る 。 い み じ く も 古 川 ・ 石

原 両氏 が引 用 し た 「三角 形 の 底辺 に 近 い と こ ろ を ， 両側 か ら 深 く 欠 き と っ て 」 ( P28 . 小林1959) 製作 さ れ る こ

と こ そ が、 ま さ に 「 ア メ リ カ 式石鏃」 の 最大 の 特徴 で あ り 定義で あ る 。 と す れ ば 、 第 1 09 図 に 観察で き る 「深 い

欠 き と り 」 こ そ 、 そ れが正 に 「 ア メ リ カ 式」 で あ る 証左 と い え る 。 凹 基無茎 に し て 相対す る U 字形の扶 り を 施す

こ と で形態的成立 を 図 る 。 こ の仕業の みで も 外来的要素の読解 は 十 分 で あ る 。 た だ し 在地石材 を 使 い 、 通常の石

鏃 と 同 様 な 細 か い押圧剥離法 に よ っ て仕上 げ ら れ て い る 点 で 、 後期段階の 本遺跡例 と は 決定的 な 違 い があ る 。 中

期後半での 「 ア メ リ カ 式石鏃」 登場の背景 に は 、 作 り 手 の 本 質 を 問 う こ と は で き な い の で あ る 。

次 ぎ に 「 ア メ リ カ 式石鏃」 の機能 ・ 用 途 を 考 え る に あ た り 、 第 1 1 1 図 に 全体 形 を 推定 で き る 5 点 を 実大で再掲

し た 。 各個体の法量 ・ 属性に つ い て の 詳細 は 観察表 に 譲 る が、 有茎式鏃 と の特段 の 差異 は 読み取れ な い 。 機能的

な 部 分 に 於 い て 有茎式鏃 と 区 別 で き な い の で あ れ ば、 「飛翔 ・ 殺傷用 の 道具」 を 否定す る 根拠 は な い こ と に な る 。

顕微鏡観察 ( X 200) の結果で は 、 先端部 に 明 瞭 な 使 用 痕 跡 は 認 め ら れ な か っ た 。 基 部 に 関 し て は 装着 に 由来す

る も の で あ ろ う か 、 剥 離稜線上 に 磨耗痕跡 を 観察で き た （ 第 1 1 1 図 ， ●印） 。 ま た 基部の扶 り 込み部の 周辺 に は ア

ス フ ァ ル ト 状の付着物が 3 例 に確認で き た （ 第 1 1 1 図 ， ス ク リ ー ン ト ー ン ） 〔註 5 〕 。 ア ス フ ァ ル ト 状の 付着物 （ 第

1 1 0 図 ） は 極微量であ り 、 物 質 の 化学 的 分析 を 経 て い な いが、 ア ス フ ァ ル ト で あ れ ば弥生時代 の 県 内 資科に は 、

余 り 例 の な い付 着物 で あ る ( P 205. 町 田2000) 。 付着位置か ら 推察 し て 、 鏃身 を 矢柄へ装着す る 際 の膠着材 と 考

え る の が妥 当 で 、 柄の存在 を 予想す る こ と が可能 と な る 。 緊縛法の推定 ま で は難 し い が、 第 1 1 1 図 に示す と お り 、

U 字形 に 袂 る そ の 部分 に は 付着物 は 確認で き な い。

こ こ で注意すべ き は 第 1 1 1 図 ー 4 (SB 1 1 - No206) の 資 料で あ る 。 こ の 個 体 は 、 今 回 の 出 土資料中 、 最 も 精製で

優美 ？ で あ る 。 材 質 も 流紋岩材 と 判 定 さ れ た が 、 外観は淡い 茶色で硬質 な 頁 岩 に 似て 、 白 色 を 呈 し た 他資料 と は
一 見 し て 区 別 で き る 。 流紋岩の 母岩 中 に 点 在す る 類似部分 を 素材 と し た と も 考 え ら れ る が、 水洗選別 資 料 を 含め

て も 同様 な 色調 を 呈 し た石屑 は砕片が 3 点 出 土 し て い る だ け で あ る 。 こ の こ と は 、 こ の個 体が流紋岩材で あ っ た
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に せ よ 、 本遺跡内 で製作 さ れ な か っ た 可能性 を 示唆す る も の で あ る 。 顕微鏡観察 の結果で も 、 磨耗痕跡や 付着物

は認め ら れ な い。 同 じ 住居 内 か ら 伴 出 し たNo205 を 始め と す る 他 6 点 と の対比 は 、 何 を 意味す る も の で あ ろ う か。

No206 を 搬 入 品 と 考 え れば、 本遺跡地での 「 ア メ リ カ 式石鏃」 製作作 行 為 の 影 に 1 点 の モ デル ？ が存 在 し て い た こ

と に な る 。

小 結

長野吉 田 高校遺跡出土 の 「 ア メ リ カ 式石鏃」 製作 に 関 す る 特徴

O 遺跡周辺部 に は 産 出 し な い流紋岩材 を 選択す る 。 原 材 は表皮の あ る 円礫であ り 、 ハ ン ド ボ ー ル 程 の 大 き さ の も

の を 分割 し 、 剥片状の素材 を 剥 離 し て 石 核 を 準備す る 。 石核 に は 明 瞭 な 剥 離面打面 を 有す る こ と が特徴で、 剥

片剥離は常 に 分割 面 を 打面 と す る 点 で 、 規則 的 な 加撃 ・ 剥離行為 で あ る 。

O 素材（用 ）剥 片 は 、 20g未満程度の剥片 を 選択 し 、 押圧剥離法 に よ っ て 器 種 を 生成す る 。

O剥片の全体 を 大 ま か に 加工成形 し 、 4.0cm � 5.0cm ほ どの 両面加工石 器 を 製作す る 。 次 ぎ に よ り 細 か な 平坦剥離

で 、 石鏃形 に 全体 を 整形 し 、 基 部 に 深 い U 字状の 袂 り を 施 し て 「 ア メ リ カ 式石鏃」 を 完成 す る 。 し た が っ て

「 ア メ リ カ 式石鏃」 の 表裏面 に 観察 さ れ る 剥 離痕 は 、 有茎式石鏃 に 比 して幅広で粗い 感 じ を 受 け る 。

O遺跡内 に は 1 点 の み優美 に し て 精 製 な 個 体があ り 、 「 ア メ リ カ 式」 と し て の 大別 上 の 規範形が存在 し た 可能性

があ る 。 た だ し 細 別 形態 に は 幾つ か の 種類があ り 、 資料の 共伴性 を 考慮 す れ ば、 そ れ ら を 「 ア メ リ カ 式石鏃の

形態 セ ッ ト 」 と 理解 す る こ と も で き る 。

O法量等の属性に有茎式石鏃 と の 大 き な 差異 は な く 、 石鏃 と し て の機 能 は 備 わ っ て い る 。 県 内 で は 産 出 し な い ア

ス フ ァ ル ト ？ 状の 膠着物があ り 、 柄の存在 を 予想で き る 。 完形資料が多 く 、 欠損例 は 少 な い。
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2 .  古 川 知 明 ・ 石原正敏1986 「付編 3 ア メ リ カ 式石鏃 に 関 す る 一 考察」 『六地 山 遺跡』 新渇市教育委員 会

3 .  長野市立 茶 臼 山 自 然 史館学芸員 、 畠 山 氏 の 鑑定 に よ る 。
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引 用文献

小林行雄1959 『 図解考古学事典』 東京創元社

江坂輝弥 1962 「 ア メ リ カ 式石鏃」 『 日 本考古学事典』 東京堂 出 版

古 川 知 明 ・ 石原正敏1986 「付編 3 ア メ リ カ 式石鏃 に 関 す る 一考察」 「六地 山 遺跡』 新潟市教育 委 員 会

檀原長則 1992 「 ill 2弥生時代 の 遺構 と 遺物」 『 間 山 ー 間 山 遺跡緊急発掘調査報告書 II 』 中 野市教育委員 会

久保勝正 ・ 邦江1993 「第4節 松原遺跡出 土 の石器 • 石 製 品 の 内 容」 『松原 遺跡 m 』 長野市教育委員 会

坂本和 也1995 「 ア メ リ カ 式石鏃考」 『み ち の く 発掘 ー 菅原文也先生還暦記念論集 ー 』

菅原 文也先生還暦記念論集刊 行 会

町 田 勝則 1999 「 V③A 石器群の個別 的検討」 『上信越 自 動車道埋蔵文 化財発掘調査報告書12
ー 長野市内 そ の 10 ー 榎 田 遺跡 第2分冊J 長野県埋蔵文化財 セ ン タ ー ほ か

町田勝則2000 「 3 ( 2 ) 器種別観察 と 分析」 『上信越 自 動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 5
ー 長野市 内 そ の 3 一 松原遺跡 弥生 • 総論 5 J 長野県埋蔵文化財 セ ン タ ー ほ か

- 1 2 1 -




